






  

  

研研究究内内容容：：  燃燃料料電電池池ををははじじめめととすするるエエネネルルギギーー関関連連デデババイイススへへのの応応用用をを見見据据ええたたセセララミミククスス材材料料研研究究  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属： 鶴岡工業高等専門学校 創造工学科 化学・生物コース 
 

研研究究タタイイトトルル：：  機能性セラミックスの特性を活かした 
     次世代エネルギーデバイス材料研究 

 
氏氏名名：：      伊藤 滋啓 ／ ITO Shigeharu  EE--mmaaiill：：  s-ito@tsuruoka-nct.ac.jp  

職職名名：：  准教授  学学位位：：  博士（工学）  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日本セラミックス協会、MRS-J、日本化学会  

キキーーワワーードド：：  電極用材料、欠陥構造、燃料電池、結晶構造、SOFC、PEFC、リチウムイオン電池  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・セラミックスの合成、各種特性評価方法の技術（合成・ｷｬﾗｸﾀﾘｾﾞｰｼｮﾝ） 

・結晶化学的観点からの伝導体材料における評価（計算ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ） 

・新規セラミックス材料の発展と応用のための知識 

・燃料電池等の次世代ｴﾈﾙｷﾞｰデバイスに関する特性評価（応用）  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

ボールミル粉末粉砕混合器 電気化学測定装置 

SOFC 評価セル ガルバノスタッド 

固体試料電気伝導度測定器 ポテンションスタッド 

電極塗布用スクリーンプリント 高温電気炉（1500℃まで） 

回転電極装置 その他多数完備、問い合わせください。  

  

  

研究目的：機能性助触媒添加によるIT-SOFCの高性能化と安定性両立の実現

H2
H2

e-

O2-

8YSZ electrolyte
O2- O2- O2-

固体酸化物形燃料電池(SOFC)
⇒高効率な燃料電池
多孔体ｻｰﾒｯﾄｱﾉｰﾄﾞ(Ni-8YSZ) 長期安定性

高性能と長期安定性を両立のために…

発電試験をベースとした研究

本研究室が有する
SOFC発電装置

得られる
I-Vカーブ

自研究室でSOFC単セルの作成

計算シミュレーションとキャラクタリゼーションも実施

電極反応活性に起因する
界面のモデリング

アノード層内の
SEMによる構造観察

TEM観察

UQ Knibbe博士
独自のTEMホルダー

鶴岡高専
高性能アノード材料

研究協力体制

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究内内容容：：    

環境中の微生物のほとんどは分離培養されておらず、まだ役割が未知のものばかりです。 

海洋、水田や河川、湖沼など、身近な環境中の微生物について研究を行っています。 
 
 分子生物学的手法（クローニング解析、CARD-FISH 法など）を用いた 

環境中の特定の微生物の検出、同定、定量 

 微生物による物質循環の仕組みの解明 

 新規微生物の探索・培養 

 未培養微生物の可視化と分布様式の解明 
 
最最近近のの研研究究テテーーママ  

河口・沿岸堆積物中における嫌気的炭化水素分解微生物の検出と培養 

生分解性プラスチックを産生・分解する微生物の分離培養 

海洋環境中に生息する光合成細菌の可視化と定量、分離培養 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

所所属属：：  鶴岡工業高等専門学校 創造工学科 化学・生物コース 

研研究究タタイイトトルル：：多様な微生物の環境中における分布と 
物質循環における役割の解明  

 

氏氏名名：：      久保 響子 ／ KUBO Kyoko  EE--mmaaiill：：  kkubo@tsuruoka-nct.ac.jp 

職職名名：：  准教授 学学位位：：  Dr. rer. nat. 

所所属属学学会会・・協協会会：：  日本微生物生態学会 

キキーーワワーードド：：  微生物、環境、物質循環、硫黄、メタン、バイオものづくり 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・分子生物学的手法を用いた微生物の検出、同定、定量 

・微生物の分離・培養に関する技術 

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

サーマルサイクラー（Eppendorf） ハイブリダイゼーションオーブン (TAITEC) 

冷却遠心分離機（日立） 卓上型振とう恒温槽 (TAITEC) 

紫外可視分光光度計（島津） 落射蛍光顕微鏡 (Nikon) 

超純水製造装置（メルク）   
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研研究究内内容容：：    

環境中の微生物のほとんどは分離培養されておらず、まだ役割が未知のものばかりです。 

海洋、水田や河川、湖沼など、身近な環境中の微生物について研究を行っています。 
 
 分子生物学的手法（クローニング解析、CARD-FISH 法など）を用いた 

環境中の特定の微生物の検出、同定、定量 

 微生物による物質循環の仕組みの解明 

 新規微生物の探索・培養 

 未培養微生物の可視化と分布様式の解明 
 
最最近近のの研研究究テテーーママ  

河口・沿岸堆積物中における嫌気的炭化水素分解微生物の検出と培養 

生分解性プラスチックを産生・分解する微生物の分離培養 

海洋環境中に生息する光合成細菌の可視化と定量、分離培養 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

所所属属：：  鶴岡工業高等専門学校 創造工学科 化学・生物コース 

研研究究タタイイトトルル：：多様な微生物の環境中における分布と 
物質循環における役割の解明  

 

氏氏名名：：      久保 響子 ／ KUBO Kyoko  EE--mmaaiill：：  kkubo@tsuruoka-nct.ac.jp 

職職名名：：  准教授 学学位位：：  Dr. rer. nat. 

所所属属学学会会・・協協会会：：  日本微生物生態学会 

キキーーワワーードド：：  微生物、環境、物質循環、硫黄、メタン、バイオものづくり 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・分子生物学的手法を用いた微生物の検出、同定、定量 

・微生物の分離・培養に関する技術 

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

サーマルサイクラー（Eppendorf） ハイブリダイゼーションオーブン (TAITEC) 

冷却遠心分離機（日立） 卓上型振とう恒温槽 (TAITEC) 

紫外可視分光光度計（島津） 落射蛍光顕微鏡 (Nikon) 

超純水製造装置（メルク）   
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研研究究内内容容：：  微微粒粒子子合合成成、、微微粒粒子子をを使使用用ししたた材材料料開開発発、、粒粒子子特特性性評評価価、、微微粒粒子子合合成成ププロロセセスス  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

  

 

シーズ：微粒子合成法

微粒子合成 材料開発 粒子特性評価 装置開発

所属： 鶴岡工業高等専門学校 創造工学科 化学・生物コース 

研研究究タタイイトトルル：：    

エアロゾルプロセスによる微粒子合成技術 
 

氏氏名名：：      小寺 喬之 ／ KODERA Takayuki EE--mmaaiill：：  kodera@tsuruoka-nct.ac.jp  

職職名名：：  准教授 学学位位：：  博士(工学) 

所所属属学学会会・・協協会会：：  化学工学会、日本セラミックス協会、電気化学会、日本化学会 

キキーーワワーードド：：  粉体、微粒子、微粒子合成プロセス、歯科材料、電池材料、金属粒子、無機材料 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・無機粉体およびその合成に関する技術 

・無機粉体の製造技術および製造装置 

・粉体を原料とした酸化物材料、電池材料、無機材料、金属材料の開発および評価 

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

粉体製造装置   

比表面積/細孔分布   

粒径分布測定   

曲げ強度測定   

  

  

＜研究シーズ、研究対象、提供できる評価＞ 
 

 エアロゾルを微粒子に転換（連続プロセス） 
 材料特性向上や新機能発現のモデルに微粒子を
カスタマイズ 

球状           多孔質 

中空            ナノサイズ 

歯科材料 

電池材料 

 粒子径 
 粒径分布 
 表面構造 
 内部構造 
 比表面積 
 細孔分布 
 化学組成 
 化学構造 
など 

液相プロセスの微粒子合成法をシーズとして保有している。本シーズを活用して歯科材料分野および
電池材料分野を対象とし、材料特性向上のための微粒子の研究、ならびに新機能発現のための微粒子の
研究に取り組んでいる。また、歯の再生治療の研究にも取り組んでいる。 
本シーズによる微粒子合成装置は実験室レベルで開発済みで、プロトタイプの開発に取り組んでいる。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  鶴岡工業高等専門学校 創造工学科 化学・生物コース 

研研究究タタイイトトルル：：  

生体分子を中心とした材料化学・ケミカルバイオロジー 
 

氏氏名名：：      八須 匡和 ／ HACHISU Masakazu EE--mmaaiill：：  hachisu@tsuruoka-nct.ac.jp  

職職名名：：  准教授  学学位位：：  博士（理学）  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日本化学会、高分子学会、日本農芸化学会、日本糖質学会、日本食品免疫学会  

キキーーワワーードド：：  生体分子化学、有機合成化学  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・ 天然生理活性物質の抽出、分離・精製、構造決定 

・ 天然高分子の化学修飾 

・ 低分子化合物の化学合成 

 
研研究究内内容容：：  有有機機合合成成化化学学をを基基盤盤ととししたた生生体体関関連連分分子子のの応応用用研研究究  

  

有有機機合合成成化化学学をを基基盤盤ととししてて、、持持続続可可能能なな材材料料供供給給やや環環境境負負荷荷のの低低減減にに貢貢献献すするる材材料料のの開開発発をを進進めめてて

いいまますす。。地地球球環環境境やや人人間間のの健健康康にに関関わわるる課課題題のの解解決決ににつつななががるる新新規規化化合合物物のの創創製製をを目目指指ししてていいまますす。。  

  

  

○ 天天然然資資源源ややそそのの利利用用廃廃棄棄物物等等かからら人人類類ににととっってて有有用用なな化化合合物物をを探探索索  
 

天然物そのものや、その加工・生産過程で排出される廃棄物などを対象に、有用な化合物（主に生

理活性物質）の探索を行っています。具体的には、化合物の抽出、分離・精製および分子構造決定

を行い、同時に抽出物の生理活性評価を進めます。さらに、化合物の効率的な精製法や簡便な化

学修飾についても検討し、新しい材料や製品の創出につなげることを目指しています。 

  

○ セセルルロローーススややシシルルクク等等、、材材料料ととししてて利利用用さされれてていいるる天天然然高高分分子子のの改改質質とと機機能能発発現現  
 

紙や繊維などに既に利用されている天然高分子を対象に、その物理的・化学的特性を理解した上

で、改質手法の検討を行っています。天然高分子に化学的処理を施すことで、物性の向上や新た

な機能の付与を図り、新規機能性材料の創出を目指します。また、同様のアプローチにより、これま

で材料として十分に活用されてこなかった天然高分子についても、新規材料としての利用可能性を

検討し、新たな用途開拓を進めています。 

 

○ 生生体体分分子子のの有有機機合合成成とと生生理理活活性性物物質質のの分分子子設設計計  
 

生体分子として、主にアミノ酸、糖、脂質、テルペン類およびそれらの複合体を研究対象としていま

す。これらの複雑な構造を有する分子について、効率的な化学合成手法の開発や新規化合物の合

成研究を展開しています。有機合成化学による分子設計を通じて、医薬・農薬・材料分野への応用

を目指すとともに、阻害剤やレポーター分子など、生物工学研究の発展に資する化学ツールの開

発にも取り組んでいます。 

  

食食品品・・農農林林・・水水産産・・繊繊維維・・化化学学・・薬薬品品・・化化粧粧品品ななどどのの分分野野にに貢貢献献ししまますす  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

中圧分取 LC システム  CombiFlash Rf-200  （Teledyne ISCO）    
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所所属属：：  鶴岡工業高等専門学校 創造工学科 化学・生物コース 

研研究究タタイイトトルル：：  

生体分子を中心とした材料化学・ケミカルバイオロジー 
 

氏氏名名：：      八須 匡和 ／ HACHISU Masakazu EE--mmaaiill：：  hachisu@tsuruoka-nct.ac.jp  

職職名名：：  准教授  学学位位：：  博士（理学）  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日本化学会、高分子学会、日本農芸化学会、日本糖質学会、日本食品免疫学会  

キキーーワワーードド：：  生体分子化学、有機合成化学  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・ 天然生理活性物質の抽出、分離・精製、構造決定 

・ 天然高分子の化学修飾 

・ 低分子化合物の化学合成 

 
研研究究内内容容：：  有有機機合合成成化化学学をを基基盤盤ととししたた生生体体関関連連分分子子のの応応用用研研究究  

  

有有機機合合成成化化学学をを基基盤盤ととししてて、、持持続続可可能能なな材材料料供供給給やや環環境境負負荷荷のの低低減減にに貢貢献献すするる材材料料のの開開発発をを進進めめてて

いいまますす。。地地球球環環境境やや人人間間のの健健康康にに関関わわるる課課題題のの解解決決ににつつななががるる新新規規化化合合物物のの創創製製をを目目指指ししてていいまますす。。  

  

  

○ 天天然然資資源源ややそそのの利利用用廃廃棄棄物物等等かからら人人類類ににととっってて有有用用なな化化合合物物をを探探索索  
 

天然物そのものや、その加工・生産過程で排出される廃棄物などを対象に、有用な化合物（主に生

理活性物質）の探索を行っています。具体的には、化合物の抽出、分離・精製および分子構造決定

を行い、同時に抽出物の生理活性評価を進めます。さらに、化合物の効率的な精製法や簡便な化

学修飾についても検討し、新しい材料や製品の創出につなげることを目指しています。 

  

○ セセルルロローーススややシシルルクク等等、、材材料料ととししてて利利用用さされれてていいるる天天然然高高分分子子のの改改質質とと機機能能発発現現  
 

紙や繊維などに既に利用されている天然高分子を対象に、その物理的・化学的特性を理解した上

で、改質手法の検討を行っています。天然高分子に化学的処理を施すことで、物性の向上や新た

な機能の付与を図り、新規機能性材料の創出を目指します。また、同様のアプローチにより、これま

で材料として十分に活用されてこなかった天然高分子についても、新規材料としての利用可能性を

検討し、新たな用途開拓を進めています。 

 

○ 生生体体分分子子のの有有機機合合成成とと生生理理活活性性物物質質のの分分子子設設計計  
 

生体分子として、主にアミノ酸、糖、脂質、テルペン類およびそれらの複合体を研究対象としていま

す。これらの複雑な構造を有する分子について、効率的な化学合成手法の開発や新規化合物の合

成研究を展開しています。有機合成化学による分子設計を通じて、医薬・農薬・材料分野への応用

を目指すとともに、阻害剤やレポーター分子など、生物工学研究の発展に資する化学ツールの開

発にも取り組んでいます。 

  

食食品品・・農農林林・・水水産産・・繊繊維維・・化化学学・・薬薬品品・・化化粧粧品品ななどどのの分分野野にに貢貢献献ししまますす  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

中圧分取 LC システム  CombiFlash Rf-200  （Teledyne ISCO）    

    

    

    

  

  
－ 67 －

化
学
・
生
物
コ
ー
ス



  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  鶴岡工業高等専門学校 創造工学科 化学・生物コース 

研研究究タタイイトトルル：：    

バイオマス資源の有効活用に関する研究  

 

氏氏名名：：      松浦由美子／MATSUURA Yumiko EE--mmaaiill：：  matsuura@tsuruoka-nct.ac.jp 

職職名名：：  准教授 学学位位：：  博士 (理学) 

属属学学会会・・協協会会：：  日本吸着学会 

キキーーワワーードド：：  バイオマス、触媒、吸着剤 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・未利用資源を吸着剤として活用するための研究 

・・各種分析装置による測定と技術指導 

 
研研究究内内容容：：    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

   

    

    

    

    

  

  

乳酸 

グルコン酸 

ババイイオオママスス資資源源  

・地球上に豊富に存在する。 

・燃焼しても CO2が増加しない。 

5-HMF 

プロピレン 

グリコール 

固体触媒 

水熱反応 

固体触媒 

エチレン 

グリコール 

セルロース 

水熱反応 

固体触媒 

アクリル酸 

CO2 

CO2 

ババイイオオママスス資資源源  

エエネネルルギギーー  

・・木木質質燃燃料料  

・・ババイイオオ燃燃料料  

＜＜カカーーボボンンニニュューートトララルル＞＞  

ババイイオオママスス資資源源  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オオミジンコ （Daphnia magna） 

IICCPP 発発光光分分光光分分析析装装置置 SSPPSS33550000 原原子子吸吸光光分分析析装装置置 228800FFSS  AAAA  

ミジンコ休眠卵 

研研究究タタイイトトルル：：  無機イオン交換体および環境化学、 
化学物質生態影響評価に関する研究  

 

氏氏名名：：      阿部 達雄 ／ ABE Tatsuo  EE--mmaaiill：：  abet@tsuruoka-nct.ac.jp 

職職名名：：  助教 学学位位：：  博士（工学） 

所所属属学学会会・・協協会会：：  水環境学会、化学工学会、SETAC、イオン交換学会、日本原子力学会 

キキーーワワーードド：：  生態系，水環境，環境毒性，ミジンコ，水質改善，イオン交換、塩 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・生態影響評価、ミジンコに関すること 

・無機材料の評価および分析、イオン交換体の作製、塩に関すること 

・環境分析（水質調査（淡水･海水）、酸性雨調査、大気調査、土壌汚染調査） 

 
研研究究内内容容：：  環環境境おおよよびびリリササイイククルル（（資資源源回回収収））、、化化学学物物質質安安全全性性にに関関すするる研研究究  

  

○オオミジンコ（Daphnia magna）を用いた化学物質影響評価に関する研究。 

○水質改善に関する研究（物理的・化学的・生物学的な方法）。 

○無機イオン交換体による有用資源回収の研究。 

○原子力発電所事故による燃料デブリ処理の研究。 

○水環境に関する研究（山形県・日本海沿岸・鶴岡市内の河川）。 

○機器分析による測定や生物を用いた安全性評価に基づいた水質調査。 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

ICP 発光分光分析装置 SPS3500（日立ハイテク） SPSS Statistics 27 (IBM)  
原子吸光分析装置 280FS AA（アジレント） 量子化学計算プログラム・Gaussian W03 （Gaussian 社）  

全有機炭素計 TOC-L（島津製作所） 実体蛍光顕微鏡 M165 FC（ライカ） 
紫外可視分光光度計 UV-2600i（島津製作所） リアルタイム PCR システム StepOnePlus (サーモフィッシャー)  
    

  

  

所所属属：：  鶴岡工業高等専門学校 創造工学科 化学・生物コース 

全全有有機機炭炭素素計計 TOC-L 
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オオミジンコ （Daphnia magna） 

IICCPP 発発光光分分光光分分析析装装置置 SSPPSS33550000 原原子子吸吸光光分分析析装装置置 228800FFSS  AAAA  

ミジンコ休眠卵 

研研究究タタイイトトルル：：  無機イオン交換体および環境化学、 
化学物質生態影響評価に関する研究  

 

氏氏名名：：      阿部 達雄 ／ ABE Tatsuo  EE--mmaaiill：：  abet@tsuruoka-nct.ac.jp 

職職名名：：  助教 学学位位：：  博士（工学） 

所所属属学学会会・・協協会会：：  水環境学会、化学工学会、SETAC、イオン交換学会、日本原子力学会 

キキーーワワーードド：：  生態系，水環境，環境毒性，ミジンコ，水質改善，イオン交換、塩 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・生態影響評価、ミジンコに関すること 

・無機材料の評価および分析、イオン交換体の作製、塩に関すること 

・環境分析（水質調査（淡水･海水）、酸性雨調査、大気調査、土壌汚染調査） 

 
研研究究内内容容：：  環環境境おおよよびびリリササイイククルル（（資資源源回回収収））、、化化学学物物質質安安全全性性にに関関すするる研研究究  

  

○オオミジンコ（Daphnia magna）を用いた化学物質影響評価に関する研究。 

○水質改善に関する研究（物理的・化学的・生物学的な方法）。 

○無機イオン交換体による有用資源回収の研究。 

○原子力発電所事故による燃料デブリ処理の研究。 

○水環境に関する研究（山形県・日本海沿岸・鶴岡市内の河川）。 

○機器分析による測定や生物を用いた安全性評価に基づいた水質調査。 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

ICP 発光分光分析装置 SPS3500（日立ハイテク） SPSS Statistics 27 (IBM)  
原子吸光分析装置 280FS AA（アジレント） 量子化学計算プログラム・Gaussian W03 （Gaussian 社）  

全有機炭素計 TOC-L（島津製作所） 実体蛍光顕微鏡 M165 FC（ライカ） 
紫外可視分光光度計 UV-2600i（島津製作所） リアルタイム PCR システム StepOnePlus (サーモフィッシャー)  
    

  

  

所所属属：：  鶴岡工業高等専門学校 創造工学科 化学・生物コース 

全全有有機機炭炭素素計計 TOC-L 
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所所属属：：  鶴岡工業高等専門学校 創造工学科 化学・生物コース 

研研究究タタイイトトルル：： 有機ラジカル化合物に関する研究 
/ 転写可能な電気化学電極の作製 

 

氏氏名名：：      丸山 祐樹 ／ MARUYAMA Yuki  EE--mmaaiill：：  maruyama@tsuruoka-nct.ac.jp 

職職名名：：  助教 学学位位：：  博士(工学) 

所所属属学学会会・・協協会会：：  電気化学会 

キキーーワワーードド：：  有機ラジカル、電気化学センサ、ナノ接着 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

 

・電気化学反応の解析 

・転写可能な電気化学電極テープ作製 

  

 
研研究究内内容容：：  有有機機ララジジカカルルのの電電気気化化学学反反応応研研究究とと応応用用  //  セセンンササ・・電電池池のの作作製製ププロロセセスス検検討討  

  

１１．．  イイオオンン液液体体中中のの有有機機ララジジカカルル化化合合物物のの電電気気化化学学特特性性  

 有機ラジカル化合物のイオン液体中での電気化学特性

を研究しています。特に、ｐ型・ｎ型反応がともに可逆的か

つ安定的に起こる組み合わせについて、理論・実験の両

面から取り組みます。 

  

２２．．  双双極極性性レレドドッッククススポポリリママーーのの構構造造制制御御とと応応用用  

 有機ラジカルポリマーの濃厚ポリマーブラシ

ORP-CPB と摺動面に生やしたアニオン性 CPB 間の

静電的相互作用を電気化学的に制御することで、低

摩擦状態と接着状態をスイッチングできるシステムの

開発を目指しています。また、外部電極を不要とす

る、電気化学的能動制御が一つの基板上で完結を目

指しています。 

  

  

  

  

３３．．  多多様様ななセセンンササデデババイイススのの形形状状にに適適合合すするるセセンンササ//電電池池作作製製ププロロセセススのの検検討討  

 IoT 社会の実現に向けて、センサデバイスの性能・

形状は多様化しています。様々な形状のデバイスに

向けて、センサおよび電源を任意に作製できる技術

を開発します。その一例として、電池・センサ電極をテ

ープ化(固形物のまま対象面に張り付ける)したものを

作製します。 

 

 

  

 

フフィィルルムム状状銀銀塩塩化化銀銀参参照照電電極極のの構構造造

((上上))とと外外観観((下下))  

ガガララスス曲曲面面にに𝐌𝐌𝐌𝐌𝐌𝐌𝐌𝐌𝐎𝐎𝐎𝐎𝟐𝟐𝟐𝟐 −
𝐙𝐙𝐙𝐙𝐌𝐌𝐌𝐌電電極極をを構構築築ししたた例例  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

電気化学測定システム HAG1232m (明電北斗)   
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所所属属：：  鶴岡工業高等専門学校 創造工学科 デジタルデザインコース 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

SOUND LEVEL METER NL-43 （RION）  

  

 

 
図 1 雑音除去のアーキテクチャ 

雑雑音音重重畳畳信信号号信信号号 雑雑音音

正正解解画画像像

((雑雑音音ななしし))

入入力力画画像像

((雑雑音音あありり))

雑雑音音混混入入信信号号

出出力力画画像像

((雑雑音音除除去去))
入入力力画画像像

抽抽出出信信号号

深深層層ネネッットトワワーークク

学学習習済済みみモモデデルル

：：重重畳畳 ：：学学習習 ：：雑雑音音除除去去

変変換換変変換換

変変換換 逆逆変変換換

+

 

図３ 手話学習支援ツール 

手手話話セセッットトのの選選択択 手手話話動動作作のの実実行行 判判定定結結果果のの表表示示

          

       

 

研研究究内内容容：：  AAII・・IIooTT・・信信号号処処理理技技術術ををベベーーススととししたた応応用用技技術術ととそそのの開開発発        

センシング → 信号・情報処理 → アクチュエーションを一元的に行うことで、これま 

でになかったアプリケーション、システムあるいはサービスの実現とその有効性の実証、 

ウェルビーイング社会への寄与を目指しています。 

  

(1) 超低 SN 比環境下における時間周波数解析と深層学習を用いた 

信号抽出・識別 

  従来の線形フィルタなどでは困難な、超低 C/N比の条件下での雑 

音除去や特定の信号の抽出、信号の識別手法に取り組んでいます。 

技術の特徴は、時系列信号を画像情報に変換し、画像処理技術と深 

層学習技術を適用している点です。 

<<特許第 7414214号：学習モデル作成方法, 学習モデル作成装置,  

背景音除去方法, および背景音除去装置>> 

■■想想定定ししてていいるる適適用用先先  

・環境雑音に埋もれた信号の抽出（心拍信号、EVAS（車両接近通報 

音）など） 

・各種音源および複合音源の識別（各種警報器音、家電動作音など） 

・異常音発生の検知など 

  

(2)動作認識技術とその応用  

― 身体動作によるコマンド送信、手話認識への適用 ― 

  光学カメラや加速度センサで取得した身体の動作を解析、その 

結果に応じたコマンド送信による機器操作、手話動作の認識への 

応用を検討しています。その中で開発技術によるアプリとして、 

手話初学者のための学習支援ツール（習得した手話動作の AIに 

よる判定と評価）の開発を進めています。 

  

(3)IoT・情報システムの開発と実証 

  小型かつ低消費電力なラズベリーパイなどのコンピュータ、拡張 

が容易で多様なツールが提供されているクラウドサービスを用いて、 

ユーザの要望に基づくアプリケーション、システムの開発と実フィ 

ールドでの展開を目指しています。 

 

      

 

研研究究タタイイトトルル：：  

AI と IoT の連携による新たな価値の創造と実証 

 

氏氏名名：：      田中 博／ TANAKA Hiroshi EE--mmaaiill：：  htanaka@tsuruoka-nct.ac.jp 

職職名名：：  特命教授 学学位位：：  博士（工学） 

所所属属学学会会・・協協会会：：  電子情報通信学会、情報処理学会、AIAA 

キキーーワワーードド：：  無線・衛星通信、AI/IoT 連携技術、動作認識、IoT・情報システム 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・無線通信・衛星通信とその応用システム 

・AI による信号抽出・識別技術 

・IoT・情報システムインテグレーション 

・測位技術および測位システム 

 

図 2 雑音除去手法による効果 

雑雑音音混混入入前前 雑雑音音混混入入後後 雑雑音音除除去去のの効効果果
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矢作　友弘・74
佐藤　大輔・75
遠田　明広・76
木村　英人・77
佐藤　真人・78
一条　洋和・79
遠藤健太郎・80
鈴木　大介・81
本間　康行・82
志村良一郎・83
伊藤　眞子・84



  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

研研究究内内容容：：  銀銀ナナノノ微微粒粒子子担担持持触触媒媒のの調調製製とと評評価価  

11..  高高活活性性AAggナナノノ粒粒子子担担持持触触媒媒のの開開発発  

銀(Ag)は、安価で豊富な資源量があり、カントリーリスクが

低く、様々な化学反応で触媒作用を示すことから、高価で希

少な白金族触媒(Pt, Pd)の代替材料の一つとして期待されて

います。Agナノ粒子（<10 nm）を担体材料に高密度に固定化

することによりAg担持触媒の活性を高め、環境浄化や化学

合成のための触媒として利用することを試みています。 

 

22..  下下記記のの分分析析機機器器をを用用いいてて、、材材料料のの分分析析・・評評価価をを行行ううここととががででききまますす。。  

 

所所属属：：  鶴岡工業高等専門学校 教育研究技術支援センター 

研研究究タタイイトトルル：：      

高活性銀ナノ粒子担持触媒の開発 

 

氏氏名名：：      矢作 友弘 ／ YAHAGI Tomohiro  EE--mmaaiill：：  yahagi@tsuruoka-nct.ac.jp 

職職名名：：  技術長 学学位位：：  博士（理学） 

所所属属学学会会・・協協会会：：  日本化学会 

キキーーワワーードド：：  金属ナノ粒子、触媒 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・金属ナノ粒子の合成 

・材料特性評価 

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

透過型電子顕微鏡（TEM, JEM-2100, JEOL） 核磁気共鳴装置（NMR, JNM-ECZL400G, JEOL） 

X 線回折装置（XRD, MiniFlexII, Rigaku）  

紫外可視分光光度計(UV-Vis, UV-2600i, Shimadzu）  
  
    

  

  

TEM-EDS XRD FT-IR

NMRTG-DTAUV-Vis

ナノ材料の形態, 組成 結晶性材料の評価 含有成分の評価

分子構造の評価熱的特性の評価吸収(反射)特性評価

 
10 nm

Agナノ粒子
担持触媒

Agナノ粒子

担体

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

所所属属：：  鶴岡工業高等専門学校 教育研究技術支援センター 

研研究究タタイイトトルル：：    

各種材料での切削条件の検討 
 

氏氏名名：：      佐藤 大輔 ／ SATO Daisuke EE--mmaaiill：：  dsato@tsuruoka-nct.ac.jp 

職職名名：：  副技術長 学学位位：：    

所所属属学学会会・・協協会会：：    

キキーーワワーードド：：  機械 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・切削条件の検討 

・各種工作機械の操作指導 

 
研研究究内内容容：：    

  近年、部品の低コスト化は当然のことながら、高機能化、高精度化が望まれている。そのために、汎用的 

な金属だけでなく、様々な性質を示す特殊金属、セラミックス、ガラスなどを使用する例が増えてきており、 

そのような材料も汎用金属のように加工可能としたいというニーズも高くなっている。これらの高性能材料 

の加工技術を地域に展開できれば、地元企業の事業の幅が広がると考えられる。 

そこで本校で保有しているマシニングセンタなど活用して、各種材料での加工条件と加工品質の関係を 

把握し、最適切削条件を出す事を目的とする。 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

DDuurraaVVeerrttiiccaall55006600 森森精精機機  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

マシニングセンタ DuraVertical5060 森精機   

立フライス盤 ２MW―V 日立   

旋盤 LR-55A ワシノ   

    

    

  

  

0

5

10

15

20

25

30

0 20 40 60 80

送送りり速速度度((mm mm //mm iinn))

実
際
の
切
込
み
量
(μ
m
)

0

20

40

60

80

100

0 20 40 60 80 100

設定切り込み量(μm)

実
際

の
切

り
込

み
量

(μ
m
)

電電着着ダダイイヤヤモモンンドド  

加加工工  

考考察察  
検検討討  

－ 74 －

教
育
研
究
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー



  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

所所属属：：  鶴岡工業高等専門学校 教育研究技術支援センター 

研研究究タタイイトトルル：：    

各種材料での切削条件の検討 
 

氏氏名名：：      佐藤 大輔 ／ SATO Daisuke EE--mmaaiill：：  dsato@tsuruoka-nct.ac.jp 

職職名名：：  副技術長 学学位位：：    

所所属属学学会会・・協協会会：：    

キキーーワワーードド：：  機械 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・切削条件の検討 

・各種工作機械の操作指導 

 
研研究究内内容容：：    

  近年、部品の低コスト化は当然のことながら、高機能化、高精度化が望まれている。そのために、汎用的 

な金属だけでなく、様々な性質を示す特殊金属、セラミックス、ガラスなどを使用する例が増えてきており、 

そのような材料も汎用金属のように加工可能としたいというニーズも高くなっている。これらの高性能材料 

の加工技術を地域に展開できれば、地元企業の事業の幅が広がると考えられる。 

そこで本校で保有しているマシニングセンタなど活用して、各種材料での加工条件と加工品質の関係を 

把握し、最適切削条件を出す事を目的とする。 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

DDuurraaVVeerrttiiccaall55006600 森森精精機機  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

マシニングセンタ DuraVertical5060 森精機   

立フライス盤 ２MW―V 日立   

旋盤 LR-55A ワシノ   
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所所属属：：  鶴岡工業高等専門学校 教育研究技術支援センター 

研研究究タタイイトトルル：：  

３Ｄプリンタを用いたモデル作成 

 

氏氏名名：：      遠田 明広 ／ ENTA Akihiro EE--mmaaiill：：  enta@tsuruoka-nct.ac.jp 

職職名名：：  技術専門職員 学学位位：：    

所所属属学学会会・・協協会会：：    

キキーーワワーードド：：  機械工作 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・Ｓｏｌｉｄ Ｗｏｒｋｓ による基礎的なモデリング手法 

・３Ｄプリンタでのモデル作成 

 
研研究究内内容容：：    

    

    

Ｓｏｌｉｄ Ｗｏｒｋｓ でモデル作成する。モデルは、 

使用される部位に適切な基準と手順で作成する。 

 

 作成したモデルはＳＴＬデータに変換後、３Ｄプリ 

ンタに転送し造形される。 

 

 ３Ｄプリンタでは、モデルベースへの置き方で製 

品の精度が変わってくるので、用途に適切な置き 

方が重要となる。 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

マシニングセンタ ＤｕｒａＶｅｒｔｉｃａｌ５０６０ 森精機   

立フライス盤 ２ＭＷ－Ｖ 日立   

旋盤 ＬＲ５５Ａ ワシノ   

３Ｄプリンタ ｕＰｒｉｎｔ ＳＥ Ｐｌｕｓ    

３Ｄプリンタ Ｒｅｐｌｉｃａｔｏｒ ２Ｘ   

  

  

uPrint SE Plus (Stratasys) Replicator 2X (Maker Bot) サンプル作品 

  

 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振動の変化が大きくなっている 

所所属属：：  鶴岡工業高等専門学校 教育研究技術支援センター 

研研究究タタイイトトルル：：    

揺動機構による小型ファンモータの振動計測 
 

氏氏名名：：      木村 英人 ／ KIMURA Hideto EE--mmaaiill：：  kimura@tsuruoka-nct.ac.jp 

職職名名：：  技術専門職員 学学位位：：  準学士 

所所属属学学会会・・協協会会：：  日本機械学会 

キキーーワワーードド：：  振動 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・振動の計測・解析 

・工作機械を用いた試作 

 
研研究究内内容容：：    

  小型冷却ファンは，パソコンをはじめとする IT 機器等で、冷却を目的に使用されている。ファン製造

ラインの品質検査工程では，完成品検査の合否を官能検査によって判別している。この官能検査は，

ファンの微妙な音の違いや振動の違いを正確に診断するために多くの経験を必要とする。そこで本研

究は，人のハンドリングを模した揺動機構を製作し，小型冷却ファンの駆動中における振動加速度の

測定を行うことで，検査工程を自動化させることを目的として研究を行っている。 

 

 

          ＜異常診断装置＞ 
          診断装置に取り付けられたファンの 

         姿勢を一定の周期で変化させることが 

         できる。その時の振動を計測し、異常 

な振動をおこしているファンを判断する。 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

                              ファンの傾き角度３０度                   ファンの傾き角度４５度 

 

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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振動の変化が大きくなっている 

所所属属：：  鶴岡工業高等専門学校 教育研究技術支援センター 

研研究究タタイイトトルル：：    

揺動機構による小型ファンモータの振動計測 
 

氏氏名名：：      木村 英人 ／ KIMURA Hideto EE--mmaaiill：：  kimura@tsuruoka-nct.ac.jp 

職職名名：：  技術専門職員 学学位位：：  準学士 

所所属属学学会会・・協協会会：：  日本機械学会 

キキーーワワーードド：：  振動 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・振動の計測・解析 

・工作機械を用いた試作 

 
研研究究内内容容：：    

  小型冷却ファンは，パソコンをはじめとする IT 機器等で、冷却を目的に使用されている。ファン製造

ラインの品質検査工程では，完成品検査の合否を官能検査によって判別している。この官能検査は，

ファンの微妙な音の違いや振動の違いを正確に診断するために多くの経験を必要とする。そこで本研

究は，人のハンドリングを模した揺動機構を製作し，小型冷却ファンの駆動中における振動加速度の

測定を行うことで，検査工程を自動化させることを目的として研究を行っている。 

 

 

          ＜異常診断装置＞ 
          診断装置に取り付けられたファンの 

         姿勢を一定の周期で変化させることが 

         できる。その時の振動を計測し、異常 

な振動をおこしているファンを判断する。 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

                              ファンの傾き角度３０度                   ファンの傾き角度４５度 

 

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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所所属属：：  鶴岡工業高等専門学校 教育研究技術支援センター 

研研究究タタイイトトルル：：  

研削・研磨による精密加工技術の検討 
 

氏氏名名：：      佐藤 真人 ／ SATO Masato  EE--mmaaiill：：  m.sato@tsuruoka-nct.ac.jp  

職職名名：：  技術専門職員  学学位位：：  準学士  

所所属属学学会会・・協協会会：：    

キキーーワワーードド：：  研削,研磨,ハンドラップ  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・研削に関する相談 

・ハンドラップによる精密加工の相談（平面度・平行度・直角度・真直度の確保等） 

 
研研究究内内容容：：    

〇〇研研削削条条件件ににつついいてて  

  材料に適した砥石の選定及び、最適加工条件の検討 

  

  

  

  

  

  

  

  

〇〇ハハンンドドララッッププにによよるる高高精精度度のの確確保保ににつついいてて  

高精度を求められる加工対象に関して、ハンドラップによる平面度・平行度・直角度・真直度等の精度確保の検討 

  

ハンドラップ：金属製のラップ盤・ダイヤモンドペースト・加工油を使用し人力でワーク表面を研磨する事で      

       機械加工では、得ることの出来ない高精度を得るための加工方法 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

Before                                   Ａｆｔｅ                        

図 1. ハンドラップの仕組み                                  図 2. ハンドラップによる平面精度の向上  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  鶴岡工業高等専門学校 教育研究技術支援センター 

研研究究タタイイトトルル：：  電気回路・電子回路・高周波工学の 
学習のための教材開発 

 

氏氏名名：：      一条 洋和 ／ ICHIJO Hirokazu EE--mmaaiill：：  h-ichijyo@tsuruoka-nct.ac.jp 

職職名名：：  技術専門職員 学学位位：：  学士（工学） 

所所属属学学会会・・協協会会：：  日本工学教育協会、電気学会 

キキーーワワーードド：：  工学教育、高周波工学、電気回路 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・ネットワークアナライザによる高周波デバイスの特性測定 

・プリント基板加工機による回路製作 

・多機能実習プラットフォームによる電子回路開発 

・IoT デバイスの Web サイト連携 

 
研研究究内内容容：：  学学生生実実験験のの省省ススペペーースス化化おおよよびび高高度度化化  

  科学技術の急速な発達に伴い、学生が学ぶべき知識の分野はますます広がっている。このような中

で実践的な技術を身に着けるために、学生実験をひとりひとりまたは可能な限り少人数のグループで

行うことは効果的である。また、短時間で効率よく幅広い分野について実験できるよう教材を準備する

必要がある。従来の学生実験と同等の内容を含みながら省スペースかつ高度化した教材を開発する

ことにより、学生の技術力を高めるという目的を達成する。 

 

・パパワワーーエエレレククトトロロニニククスス実実験験のの教教材材開開発発  

 一つの素子の実験に特化した大型の実習装置を、複数の素子の実験に対応した小型の回路に置き換えることによ

り、学生の理解度向上および実験の省スペース化・高度化を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

             従来の大型の実習装置                  小型化した実習装置  

・・多多機機能能実実習習ププララッットトフフォォーームムのの活活用用  

 信号発生器（ファンクションジェネレータ）、オシロスコープ、直流電源などの実験装置を一つのボードで使用可能な、

多機能実習プラットフォームを活用することにより、回路製作および測定、結果整理の省スペース化を図る。 

  

  

  

  

  

  

  

           従来の測定機器を用いる実験         多機能実習プラットフォームを利用する実験 

 

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

ネットワークアナライザ（Agilent）   

プリント基板加工機（LPKF）   

多機能実習プラットフォーム NI ELVIS II (National Instruments)   

多機能計測装置 Analog Discovery (Digilent)   
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所所属属：：  鶴岡工業高等専門学校 教育研究技術支援センター 

研研究究タタイイトトルル：：  電気回路・電子回路・高周波工学の 
学習のための教材開発 

 

氏氏名名：：      一条 洋和 ／ ICHIJO Hirokazu EE--mmaaiill：：  h-ichijyo@tsuruoka-nct.ac.jp 

職職名名：：  技術専門職員 学学位位：：  学士（工学） 

所所属属学学会会・・協協会会：：  日本工学教育協会、電気学会 

キキーーワワーードド：：  工学教育、高周波工学、電気回路 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・ネットワークアナライザによる高周波デバイスの特性測定 

・プリント基板加工機による回路製作 

・多機能実習プラットフォームによる電子回路開発 

・IoT デバイスの Web サイト連携 

 
研研究究内内容容：：  学学生生実実験験のの省省ススペペーースス化化おおよよびび高高度度化化  

  科学技術の急速な発達に伴い、学生が学ぶべき知識の分野はますます広がっている。このような中

で実践的な技術を身に着けるために、学生実験をひとりひとりまたは可能な限り少人数のグループで

行うことは効果的である。また、短時間で効率よく幅広い分野について実験できるよう教材を準備する

必要がある。従来の学生実験と同等の内容を含みながら省スペースかつ高度化した教材を開発する

ことにより、学生の技術力を高めるという目的を達成する。 

 

・パパワワーーエエレレククトトロロニニククスス実実験験のの教教材材開開発発  

 一つの素子の実験に特化した大型の実習装置を、複数の素子の実験に対応した小型の回路に置き換えることによ

り、学生の理解度向上および実験の省スペース化・高度化を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

             従来の大型の実習装置                  小型化した実習装置  

・・多多機機能能実実習習ププララッットトフフォォーームムのの活活用用  

 信号発生器（ファンクションジェネレータ）、オシロスコープ、直流電源などの実験装置を一つのボードで使用可能な、

多機能実習プラットフォームを活用することにより、回路製作および測定、結果整理の省スペース化を図る。 

  

  

  

  

  

  

  

           従来の測定機器を用いる実験         多機能実習プラットフォームを利用する実験 

 

 提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

ネットワークアナライザ（Agilent）   

プリント基板加工機（LPKF）   

多機能実習プラットフォーム NI ELVIS II (National Instruments)   

多機能計測装置 Analog Discovery (Digilent)   
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図図 22..  独独居居高高齢齢者者向向けけ災災害害時時のの避避難難支支援援シシスステテムムのの検検討討  

図図 33..  農農業業高高校校へへ導導入入ししたた実実験験教教材材  

図図 11..  IITT・・AAII 技技術術をを活活用用ししたた実実験験実実習習支支援援シシスステテムムのの導導入入  

研研究究タタイイトトルル：：  AI・IoT・再生可能エネルギー・BYOD 
等を活用したシステム製作や教材開発 

 
氏氏名名：：      遠藤健太郎 ／ ENDO Kentaro  EE--mmaaiill：：  endo@tsuruoka-nct.ac.jp 

職職名名：：  技術専門職員  学学位位：：  準学士 (工学) 

所所属属学学会会・・協協会会：：  日本工学教育協会 

キキーーワワーードド：：  電気工学，教育支援，教材開発 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・再生可能エネルギーに関する実験教材の製作支援 

・電気工学に関する基礎実験・実習の支援 

・Raspberry Pi やマイコンを活用したシステムや教材開発 

 
研研究究内内容容：：  RRaassppbbeerrrryy  PPii 等等のの SSBBCC、、再再生生可可能能エエネネルルギギーー、、AAII、、XXRR 等等をを活活用用ししたたシシスステテムムやや教教材材のの検検討討  

民間企業等からの技術相談や外部資金を獲得して下図のような取組みを実施しています。関連技術を活 

用して、産学連携による技術的な課題解決や学生と共に社会実装等の試みにも挑戦したいと考えています。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

図図 44..  無無線線 LLAANNにによよるる簡簡易易的的なな生生産産状状況況管管理理シシスステテムム  

 

      

        

  

      

    

              

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

  

所所属属：：  鶴岡工業高等専門学校  教育研究技術支援センター 

蓄蓄電電池池  

制制御御機機器器等等  
風風力力発発電電機機  

太太陽陽電電池池  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

電気電子計測機器 (基礎実験・実習用) iPad (Apple)  

デジタル風速計 タッチパネルディスプレイ  

Raspberry Pi やセットアップ用品等   

HoloLens2 (Microsoft)     

Meta Quest Pro (Meta)    

  

  

図図 55..  iiOOSS アアププリリやや XXRR 技技術術をを活活用用ししたた教教材材のの検検討討  

HHoollooLLeennss22 にによよるる  
MMRR 教教材材のの試試行行  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  鶴岡工業高等専門学校 教育研究技術支援センター 

研研究究タタイイトトルル：：  

感染症対策の剣道用マウスシールドの製作 
 

氏氏名名：：      鈴木 大介 ／ SUZUKI Daisuke  EE--mmaaiill：：  dsuzuki@tsuruoka-nct.ac.jp 

職職名名：：  技術専門職員 学学位位：：  学士（工学） 

所所属属学学会会・・協協会会：：  日本機械学会 日本武道学会 

キキーーワワーードド：：  剣道、マウスシールド、感染症対策 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  
・剣道用のマウスシールドの製作 

 
研研究究内内容容：：  新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症対対策策ののママウウススシシーールルドドのの製製作作  

◎◎  背背景景・・目目的的   

コロナ禍において、剣道を練習・試合をする上で、大きく変化した。剣道の稽古が、いわゆる「3 密 

（密閉・密集・密接）」に該当していることが挙げられる。また、感染源となりうる飛沫飛散が発声により 

多いこともその要因の中に含まれている。これらより、『面マスクの着用』または、『マウスシールドの着用』が義務

付けられ、新しい剣道スタイルが決定した。面マスクとは、鼻と口を両方覆うものということで定義されている。学生

に対して、安全に指導を行える環境を整えることが重要であると考えており、一人ひとりの飛沫飛散防止のための

マウスシールドの形状の検討することで個人にあったものを製作し、どのような形状のものが良いかを検討するこ

とで、よりよい活動支援を行えることを目的とする。 

◎◎  研研究究内内容容    

本研究は、レーザー加工機（HAJIME CL1 PLUS）と CAD ソフト（Jw cad）を使用して行なう。製作環境を図 1
に示す。加工する材料として、厚さ 1mm の透明アクリル板を使用する。市販されているマウスシールドを参考にし

て、CAD ソフトで作成したデータをレーザー加工機で製作する。マウスシールドの中心部の長さを 70mm、80 
mm、90mm と変化させて製作した。この長さについては、口元から鼻の高さを想定したものである。それぞれの

長さのマウスシールドを重ねたものを図 2 に示す。作製したマウスシールドを装着した様子を図 3 に示す。 
 製作したマウスシールドは、市販されているものと同様にしようすることができ、尚且つ、安価に製作できることが

可能である。また、稽古中に外れることもなく、安全に使用することができる。 
 

 

 

 

 

 

 

図 1 製作環境              図 2 3 種類のマウスシールド   図 3 装着の様子 

       

 

  

  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

レーザー加工機・HAJIME CL1 PLUS  

CAD ソフト・Jw cad   

PC・HP PROBOOK   

   

   

  

  

※以下に示す設備・機器は和田研究室で所有しています。 
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所所属属：：  鶴岡工業高等専門学校 教育研究技術支援センター 

研研究究タタイイトトルル：：  

感染症対策の剣道用マウスシールドの製作 
 

氏氏名名：：      鈴木 大介 ／ SUZUKI Daisuke  EE--mmaaiill：：  dsuzuki@tsuruoka-nct.ac.jp 

職職名名：：  技術専門職員 学学位位：：  学士（工学） 

所所属属学学会会・・協協会会：：  日本機械学会 日本武道学会 

キキーーワワーードド：：  剣道、マウスシールド、感染症対策 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  
・剣道用のマウスシールドの製作 

 
研研究究内内容容：：  新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症対対策策ののママウウススシシーールルドドのの製製作作  

◎◎  背背景景・・目目的的   

コロナ禍において、剣道を練習・試合をする上で、大きく変化した。剣道の稽古が、いわゆる「3 密 

（密閉・密集・密接）」に該当していることが挙げられる。また、感染源となりうる飛沫飛散が発声により 

多いこともその要因の中に含まれている。これらより、『面マスクの着用』または、『マウスシールドの着用』が義務

付けられ、新しい剣道スタイルが決定した。面マスクとは、鼻と口を両方覆うものということで定義されている。学生

に対して、安全に指導を行える環境を整えることが重要であると考えており、一人ひとりの飛沫飛散防止のための

マウスシールドの形状の検討することで個人にあったものを製作し、どのような形状のものが良いかを検討するこ

とで、よりよい活動支援を行えることを目的とする。 

◎◎  研研究究内内容容    

本研究は、レーザー加工機（HAJIME CL1 PLUS）と CAD ソフト（Jw cad）を使用して行なう。製作環境を図 1
に示す。加工する材料として、厚さ 1mm の透明アクリル板を使用する。市販されているマウスシールドを参考にし

て、CAD ソフトで作成したデータをレーザー加工機で製作する。マウスシールドの中心部の長さを 70mm、80 
mm、90mm と変化させて製作した。この長さについては、口元から鼻の高さを想定したものである。それぞれの

長さのマウスシールドを重ねたものを図 2 に示す。作製したマウスシールドを装着した様子を図 3 に示す。 
 製作したマウスシールドは、市販されているものと同様にしようすることができ、尚且つ、安価に製作できることが

可能である。また、稽古中に外れることもなく、安全に使用することができる。 
 

 

 

 

 

 

 

図 1 製作環境              図 2 3 種類のマウスシールド   図 3 装着の様子 

       

 

  

  

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

レーザー加工機・HAJIME CL1 PLUS  

CAD ソフト・Jw cad   

PC・HP PROBOOK   

   

   

  

  

※以下に示す設備・機器は和田研究室で所有しています。 
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研研究究内内容容：：  学学内内ににおおけけるるススママーートトデデババイイススのの利利活活用用方方法法とと利利便便性性のの追追求求  

今後、都市や地域におけるさまざまな社会課題が深刻化すると危惧されており、その解決として有望視さ 

れているのが、新技術や各種データ活用をまちづくりに取り入れたスマートシティの取り組みである。 

本校では、このような社会課題を解決すべく高度な教育を行っていく必要があり、すでにクラウドサービス 

を取り入れた教育が始まっている。これに伴い、進化するハイテクのスキルを習得できる環境や安心・安全 

で快適・便利なサービスシステム（環境）の活用を学内に取り入れたスマートカレッジを目指している。 

進化を遂げるスマートデバイスは、重要な役割りを果たすツールとして利活用方法を追求している。 

●スマートデバイスの更なる利活用 

①BYOD（Bring Your Own Device：個人所有デバイスを授業や連絡手段等で利用）の高性能化と役割 

②NFC とスマートフォンの連携によるスマートな利活用方法の追求 

③クラウドサービス機能の利活用方法の追求 

 

スマートデバイスと NFC の連携によるスマートな利活用方法 
 

① スマホ操作をせずにスマホ機能（アプリ）をダイレクトに活用 

・スマホ操作が苦手な方のアシストとして利活用 

・操作の簡略化（頻繁に利活用する場合） 

 例）特定の電話番号への発信 

   アプリの表示（メモ帳の表示、カレンダーの表示、計算機の表示等） 

 

② Web ページと連携させたスマートな利活用方法 

・出席管理 

・Teams や OneDrive 等ダイレクトに接続等 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  鶴岡工業高等専門学校 教育研究技術支援センター 

研研究究タタイイトトルル：：    
スマートデバイスの利活用による利便性の向上 

 
氏氏名名：：      本間 康行 ／ HONMA Yasuyuki EE--mmaaiill：：  y-honma@tsuruoka-nct.ac.jp 

職職名名：：  技術専門職員 学学位位：：  学士（経営） 

所所属属学学会会・・協協会会：：    

キキーーワワーードド：：  教育方法、スマートデバイス 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  
・情報教育の指導 

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

 

  

  

研研究究内内容容：：  ヒヒトトやや地地球球ににややささししいい  ““ああたたららししいい材材料料””  ををつつくくりりまますす  

    

  

  

  

  

  

  

  

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  鶴岡工業高等専門学校 教育研究技術支援センター 

研研究究タタイイトトルル：：  

天然高分子材料の新しい利活用法の開発 
 

氏氏名名：：      志村 良一郎／SHIMURA Ryoichiro  EE--mmaaiill：：  shimura@tsuruoka-nct.ac.jp 

職職名名：：  技術専門職員 学学位位：：  修士（工学） 

所所属属学学会会・・協協会会：：  日本応用糖質化学会、化学工学会 

キキーーワワーードド：：  天然高分子、バイオマス、構造解析、セルロース、澱粉、粉砕 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・分析機器による各種分析依頼 

・各種試料の構造解析や形状観察 

・天然高分子材料の有効活用（澱粉やセルロースなど） 

・粉砕などの物理的処理 

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

X 線回折装置（XRD） レーザー回折式粒度分布測定装置 

X 線光電子分光分析装置（XPS） 走査型電子顕微鏡（SEM） 

示差走査熱量測定装置（DSC）  

熱重量示差熱分析装置（TG-DTA）  

熱機械分析装置（TMA）  

  

  

“天然高分子材料”は、自然界で半永久的に生産されるため非常に低環境負荷でエコな材料として

注目されています。澱粉やセルロースの出発原料は穀物や木材などであり、どこにでもある身近なもの

ばかりです。しかし、天然高分子材料の分子構造は複雑で非常に強固なため、使用目的に合わせた構

造・物性の制御が必要不可欠です。そこで本研究では天然高分子材料が元来持つ様々な特徴を生か

しつつ、適切に構造制御された新規材料を開発することで従来ではあり得なかった新しい利用法・活用

法の開発を目指しています。想定される応用先は食品から工業まで多岐に渡るため、専門分野にとら

われず柔軟な発想で課題解決や材料開発にチャレンジしています。基礎研究から応用展開を想定した

構造解析や熱的・機械的特性評価などを検討しています。 
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研研究究内内容容：：  ヒヒトトやや地地球球ににややささししいい  ““ああたたららししいい材材料料””  ををつつくくりりまますす  

    

  

  

  

  

  

  

  

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  鶴岡工業高等専門学校 教育研究技術支援センター 

研研究究タタイイトトルル：：  

天然高分子材料の新しい利活用法の開発 
 

氏氏名名：：      志村 良一郎／SHIMURA Ryoichiro  EE--mmaaiill：：  shimura@tsuruoka-nct.ac.jp 

職職名名：：  技術専門職員 学学位位：：  修士（工学） 

所所属属学学会会・・協協会会：：  日本応用糖質化学会、化学工学会 

キキーーワワーードド：：  天然高分子、バイオマス、構造解析、セルロース、澱粉、粉砕 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・分析機器による各種分析依頼 

・各種試料の構造解析や形状観察 

・天然高分子材料の有効活用（澱粉やセルロースなど） 

・粉砕などの物理的処理 

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

X 線回折装置（XRD） レーザー回折式粒度分布測定装置 

X 線光電子分光分析装置（XPS） 走査型電子顕微鏡（SEM） 

示差走査熱量測定装置（DSC）  

熱重量示差熱分析装置（TG-DTA）  

熱機械分析装置（TMA）  

  

  

“天然高分子材料”は、自然界で半永久的に生産されるため非常に低環境負荷でエコな材料として

注目されています。澱粉やセルロースの出発原料は穀物や木材などであり、どこにでもある身近なもの

ばかりです。しかし、天然高分子材料の分子構造は複雑で非常に強固なため、使用目的に合わせた構

造・物性の制御が必要不可欠です。そこで本研究では天然高分子材料が元来持つ様々な特徴を生か

しつつ、適切に構造制御された新規材料を開発することで従来ではあり得なかった新しい利用法・活用

法の開発を目指しています。想定される応用先は食品から工業まで多岐に渡るため、専門分野にとら

われず柔軟な発想で課題解決や材料開発にチャレンジしています。基礎研究から応用展開を想定した

構造解析や熱的・機械的特性評価などを検討しています。 
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研研究究内内容容：：  環環境境分分析析・・金金属属分分析析・・組組成成分分析析・・微微量量分分析析にに係係るる定定性性及及びび定定量量分分析析にに関関すするる研研究究  

    

環境分析は、生活を維持していく中で必要不可欠 

です。また、製品等の試料中の成分を定性分析（何 

が入ってるか）や定量分析（どの位入っているか）を 

調査することは、研究や品質管理などの基礎にも繋 

がります。外部からの依頼として、 

「飲料用温泉水開発に係る効果的なホウ素除去の 

検討」や「ICP-OES を使った材料中の微量元素の定 

量分析」、「地域ブランド商品開発」を行いました。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
  

  

各種環境関連の試料や製品などを、正確 

に分析する手法を提案し、実施し結果を出す 

ことにより、環境維持、製造方法の改善や 

商品化などに貢献したいと考えています。  

  

 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【試試料料】 

水・石・植物・金属・ 

プラスチックなど 

【【各各種種分分析析装装置置】】 試料の前処理から金属・イオン等の各種分析が可能 

所所属属：：  鶴岡工業高等専門学校 教育研究技術支援センター 

研研究究タタイイトトルル：：環境・金属・組成・微量分析に係る 
定性及び定量分析に関する研究 

 

氏氏名名：：      伊藤 眞子 ／ ITO Shinko EE--mmaaiill：：  shinko-itou@tsuruoka-nct.ac.jp 

職職名名：：  技術専門員  学学位位：：  準学士（工学）、修士（公益学） 

所所属属学学会会・・協協会会：：  日本工学教育協会、日本高専学会 

キキーーワワーードド：：  水質分析、金属分析、工学教育 

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・環境分析 

・微量金属分析・組成分析など 

・公害防止管理者（水質）、作業環境測定士（金属）、化学分析技能士などの資格を所有して 

います。それらに関する相談に対応できるかもしれません。 

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

ICP 発光分光分析装置（ICP-AES） 吸光光度計 

原子吸光分析装置（AAS） 電子天秤 

マイクロ波試料前処理装置 ｐH 計 

イオンクロマトグラフィー分析装置（IC）  

Milli-Q 水製造装置  

  

  

イオンクロマトグラフィー          ICP 発光分光分析装置                ｐH 計              電気伝導度計 

マイクロ波前処理装置                 電子天秤            Mili-Q 水製造装置              吸光光度計 

【【測測定定結結果果】】  
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高高専専応応用用科科学学研研究究セセンンタターー  

(Kosen Applied science Research Center, K-ARC) 

1. K-ARC 
高専応用科学研究センター(K-ARC: Kosen Applied science Research Center)は、高専機構研究推進モデル校

として、全国高専およびブロック高専の研究拠点になることを目指しています。2015 年 7 月に、研究拠点

構築のパイロットプロジェクトを本格始動し、K-ARC を鶴岡市先端研究産業支援センター（鶴岡メタボロ

ームキャンパスサイエンスパーク）内に設置しています。 

■■  役役割割  

 研究する高専への変革のリード 

 研究拠点の構築 

 教員の研究力の向上 

 研究資金の自立化の支援 

 企業との研究活動の推進 

 研究推進体制の強化 

  

 

2. 令令和和 7 年年度度ままででにに実実施施ししたた活活動動  

 

研究拠点 ものづくり拠点 

ICT 拠点（ICT 産業、防災システム、衛星通信、組み込み技術、IoT） 

機能高分子材料拠点（バイオマテリアル、バイオミメティック材料、イオニクス
材料） 

競争的資金による
研究等 

GEAR5.0「未来技術の社会実装の高度化事業（マテリアル分野）」 

GEAR5.0「未来技術の社会実装の高度化事業（防災・減災（防疫）分野）」 

国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）の事業 

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術開発機構（NEDO）の事業 

拠点機能の整備 高専連携ネットワーク K-Drive の設置（GEAR5.0） 

その他の活動 科研費セミナー・ワークショップ 
K-ARCシンポジウム 

産学連携セミナー 

バーチャル大講座 

K-ARC

研究
課題

企業

研究
機関

全国
高専
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本本校校ととのの連連携携手手法法とと手手続続ききののごご案案内内  

 

 本校との連携には、共同研究、受託研究、寄附金、技術相談、卒業研究テーマの公募及び出前講座があります。

これらの研究協力の概略は、以下のとおりです。各申込みは、常時受け付けていますが、本校担当窓口の総務課 企

画・連携係に事前にご連絡ください。 

 

１１．．共共同同研研究究    http://www.tsuruoka-nct.ac.jp/kyouiku_kenkyu/renkei/chiiki/kenkyu-gijyutu/kyodo/ 

  民間企業等から研究者及び研究経費等を受け入れて、民間企業等の研究者と本校教員とが共通のテーマについ

て共同して行う研究です。また、民間企業等と本校がそれぞれの施設で分担して研究を行うこともできます。 

 民間企業等の研究者が本校において研究に従事する場合には、研究指導料として一人につき年額４２万円の経

費が必要となります。共同研究のために支出した経費の一定割合については、法人税や所得税から控除される税

制上の優遇措置があります。 

 

２２．．受受託託研研究究    http://www.tsuruoka-nct.ac.jp/kyouiku_kenkyu/renkei/chiiki/kenkyu-gijyutu/jutaku/ 

  民間企業等からの委託を受けて本校職員が研究を行うものです。その成果は全て委託者に報告しますが、研究

経費は委託者の負担になります。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

３３．．寄寄附附金金    http://www.tsuruoka-nct.ac.jp/kyouiku_kenkyu/renkei/chiiki/kenkyu-gijyutu/kihukin/ 

学術研究や教育の充実などのために、民間企業等や個人篤志家などから本校が受け入れる寄附金です。この寄

附金は、特定の研究テーマや本校の職員を指定することもできます。 

 寄附金にかかる税制上の取り扱いについては、国に対する寄附金として、法人の場合は全額損金に算入できま

すので、税金が免除されます。また、一般の寄附金にかかる損金算入限度額とは別枠で取り扱われます。  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

４４．．技技術術相相談談      http://www.tsuruoka-nct.ac.jp/kyouiku_kenkyu/renkei/chiiki/kenkyu-gijyutu/gijutu/ 

  高専教職員が学外の組織や機関（企業等）から研究、技術開発上の相談に応じ、情報提供等を通して技術支援

を行っています。技術相談のやりとりが共同研究・受託研究に発展する事例も多く、本校が外部機関に対して行

う研究協力の基盤活動にも繋がっています。 

鶴鶴  岡岡  高高  専専  

寄寄附附金金のの手手続続ききフフロローーチチャャーートト  

共共同同研研究究・・受受託託研研究究のの手手続続ききフフロローーチチャャーートト  

  

企企業業又又はは個個人人  

企企業業又又はは個個人人  

1. 申      込 

2. 受      諾 

3. 納付の依頼 

4. 納      付 

研究，教育の充実 

2. 受      諾 

4. 納付の依頼 

5. 納     付 

6. 研     究 

1. 申      込 

3. 契      約 

７. 研究実績報告書の作成(共同研究) 

７. 研 究 報 告(受託研究) 

鶴鶴  岡岡  高高  専専  

  

  

  

  

  

  

  

５５．．卒卒業業研研究究テテーーママのの公公募募  
http://www.tsuruoka-nct.ac.jp/kyouiku_kenkyu/renkei/chiiki/kenkyu-gijyutu/theme/ 

本校５年生の卒業研究を行うにあたり、学外から提示された課題を取り上げ、その解決策を検討しています。

卒業研究は、担当教員の指導の元で進められ、本校が有する地域協力及び学生教育の機能を駆使し、双方の更な

る向上を図るために実施しています。なお、卒業研究テーマの公募は、毎年、前年度の２月末としておりますの

で、申し込みいただく時期によって、翌年度の取扱いとなる場合がありますので、ご了承願います。 

 
 
 
 
 
 
 
 

６６．．研研究究設設備備・・機機器器のの共共用用利利用用    https://www.tsuruoka-nct.ac.jp/sangakukankin/ 

産学連携推進の取り組みの一環として、本校で所有する研究設備・機器の共用利用を行っています。利用を希

望される場合は、本校ホームページに掲載している共用利用対象の設備・機器一覧及び本校で定める関係規則等

をご確認のうえ、指定の使用申請書にてお申し込みください。 
 

７７．．出出前前講講座座    http://www.tsuruoka-nct.ac.jp/kyouiku_kenkyu/renkei/chiiki/kenkyu-gijyutu/demae/ 

地域製造業の人材育成や技術的な課題解決への支援・基礎専門知識の向上と、鶴岡高専と企業間の連携強化を

図ることを目的に、鶴岡高専教職員が地元企業に出向きそれぞれの分野について「出前講座」行います。  
 
 
   
 
 
 
 
 
※庄内産業振興センターへお申し込みとなります。HP（http://www.shonai-sansin.or.jp/tsuruokakousen/213/）
からまたはFaxでお申し込みください。 

８８．．鶴鶴岡岡高高専専技技術術振振興興会会  http://www.shonai-sansin.or.jp/tsuruokakousen_info/ 

 本校と地域産業界との連携を促進し、また、本校の研究教育機能の充実支援を目的に、企業や市民を対象とし

たフォーラムの開催や本校の研究活動に関する情報の提供などの各種事業を行っています。現在、190 社を超え

る多くの企業・団体の皆様にご加入いただいております。 

 ◆入会金： 無 料   ◆年会費： １０，０００円 
 ◆上記 URL から「入会申込書」をダウンロードいただきご記入の上、鶴岡高専技術振興会事務局（庄内産業

振興センター）へお申し込みください。 

技技術術相相談談フフロローーチチャャーートト  

卒卒業業研研究究テテーーママのの公公募募フフロローーチチャャーートト  

1. 申      込 

3. 打 合 せ 

4. 回      答 

2. 相談日調整 

鶴鶴  岡岡  高高  専専  

3. 受      託 

1. 相談日調整 

2. 申      込 

4. 卒業研究 

5. 報      告 

企企業業又又はは個個人人  

企企業業又又はは個個人人  

出出前前講講座座ののフフロローーチチャャーートト  

鶴鶴  岡岡  高高  専専  

鶴鶴岡岡高高専専技技術術振振興興会会  
(公財)庄内地域 
産業振興センター内 

講座要請 申 込 み 

出 前 講 座 

打  合  せ 

鶴鶴  岡岡  高高  専専  企企業業又又はは個個人人  
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５５．．卒卒業業研研究究テテーーママのの公公募募  
http://www.tsuruoka-nct.ac.jp/kyouiku_kenkyu/renkei/chiiki/kenkyu-gijyutu/theme/ 

本校５年生の卒業研究を行うにあたり、学外から提示された課題を取り上げ、その解決策を検討しています。

卒業研究は、担当教員の指導の元で進められ、本校が有する地域協力及び学生教育の機能を駆使し、双方の更な

る向上を図るために実施しています。なお、卒業研究テーマの公募は、毎年、前年度の２月末としておりますの

で、申し込みいただく時期によって、翌年度の取扱いとなる場合がありますので、ご了承願います。 

 
 
 
 
 
 
 
 

６６．．研研究究設設備備・・機機器器のの共共用用利利用用    https://www.tsuruoka-nct.ac.jp/sangakukankin/ 

産学連携推進の取り組みの一環として、本校で所有する研究設備・機器の共用利用を行っています。利用を希

望される場合は、本校ホームページに掲載している共用利用対象の設備・機器一覧及び本校で定める関係規則等

をご確認のうえ、指定の使用申請書にてお申し込みください。 
 

７７．．出出前前講講座座    http://www.tsuruoka-nct.ac.jp/kyouiku_kenkyu/renkei/chiiki/kenkyu-gijyutu/demae/ 

地域製造業の人材育成や技術的な課題解決への支援・基礎専門知識の向上と、鶴岡高専と企業間の連携強化を

図ることを目的に、鶴岡高専教職員が地元企業に出向きそれぞれの分野について「出前講座」行います。  
 
 
   
 
 
 
 
 
※庄内産業振興センターへお申し込みとなります。HP（http://www.shonai-sansin.or.jp/tsuruokakousen/213/）
からまたはFaxでお申し込みください。 

８８．．鶴鶴岡岡高高専専技技術術振振興興会会  http://www.shonai-sansin.or.jp/tsuruokakousen_info/ 

 本校と地域産業界との連携を促進し、また、本校の研究教育機能の充実支援を目的に、企業や市民を対象とし

たフォーラムの開催や本校の研究活動に関する情報の提供などの各種事業を行っています。現在、190 社を超え

る多くの企業・団体の皆様にご加入いただいております。 

 ◆入会金： 無 料   ◆年会費： １０，０００円 
 ◆上記 URL から「入会申込書」をダウンロードいただきご記入の上、鶴岡高専技術振興会事務局（庄内産業

振興センター）へお申し込みください。 

技技術術相相談談フフロローーチチャャーートト  

卒卒業業研研究究テテーーママのの公公募募フフロローーチチャャーートト  

1. 申      込 

3. 打 合 せ 

4. 回      答 

2. 相談日調整 

鶴鶴  岡岡  高高  専専  

3. 受      託 

1. 相談日調整 

2. 申      込 

4. 卒業研究 

5. 報      告 

企企業業又又はは個個人人  

企企業業又又はは個個人人  

出出前前講講座座ののフフロローーチチャャーートト  

鶴鶴  岡岡  高高  専専  

鶴鶴岡岡高高専専技技術術振振興興会会  
(公財)庄内地域 
産業振興センター内 

講座要請 申 込 み 

出 前 講 座 

打  合  せ 

鶴鶴  岡岡  高高  専専  企企業業又又はは個個人人  
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設備一覧 

■■XX 線線回回折折装装置置((XXRRDD))  

BRUKER 社 D2 PHASER 

 

■■３３DD 測測定定レレーーザザーー顕顕微微鏡鏡  

オリンパス社 OLS5100 

■微微量量高高速速遠遠心心機機 

 
トミー精工社  
MX-307 

■走走査査型型XX 線線光光電電子子分分光光分分析析装装置置 

アルバック・ファイ社 PHI QuanteraⅡTM 

■透透過過型型電電子子顕顕微微鏡鏡（（TTEEMM）） 

日本電子 JEM-2100 

■光光トトポポググララフフィィ 

㈱日立 
メディコ社  

 
ETG-4000    
24ch 

■NNCC 旋旋盤盤機機 
滝澤鉄工所 TCN-2000YL6 

■射射出出成成型型機機 

日精樹脂工業 NPX7-1F  

■レレーーザザママーーキキンンググ加加工工装装置置 

ミヤチテクノス ML-7320CL 

■TTIIGG 溶溶接接機機 

ダイヘン DA-300P 

■脳脳波波計計 

日本光電（株） EEG-1200 

■ワワイイヤヤカカッットト放放電電加加工工機機 

ファイナック α-C400iA  

■ププリリンントト基基板板加加工工機機  

日本 LPKF ProtoMat S43 

■電電波波暗暗箱箱   

マイクロニクス特注品 

■ガガススククロロママトトググララフフ質質量量分分析析装装置置  

島津製作所 GCMS-QP2020NX 
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